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【解説】

好みのフォントを使用する場合、通常はフォントボックスでフォントを選択して「読み」を入力

すれば良いが、 IPAmj の場合此の方法は使用出来無くて、「文字情報基盤検索システム」
ページを開き、そこで漢字を探し、それを作成中の文章にコピーする必要がある。

1. 文書作成中で IPAmj フォント文字を入れたい所で中断して画面を最小化しておく。
ここでは篇が金、旁が矢の「テツ」を入力する場合について説明する。

2. 文字情報技術促進協議会サイトにある「文字情報基盤検索システム」ページ

https://moji.or.jp/mojikibansearch/basic
を開く。

[参考 ] 2021 年 3 月に「文字情報基盤データベース」から「文字情報基盤検索
システム」に変更されている。

3. 開いた画面の「詳細検索」タブをクリックする。

4. 詳細検索画面が表示されるので、「総画数」 1 と「読み」は訓読みをカナ入力で入力し
て 2 「検索」 3 をクリックする。ここでは「鉃」を探しているので「総画数」は「 13 」、読み
は「テツ」となる。

https://moji.or.jp/mojikibansearch/basic
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5. 「検索結果一覧」画面が開くので目的の文字を探し目的の文字をクリックする

6. 文字の詳細が表示されるので「コピーフィールド」欄にある目的の文字を「 Ctrl ＋ C 」
でコピーしてその画面を閉じる。

7. 作成中の文書を開き目的の文字を入れたい所にカーソルをもってきて、「 Ctrl ＋ V 」で
貼り付けてフォントサイズを調整する。

8. 文書の作成を続ける。
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【参考】

○ 上記のやり方は一太郞の場合であったが、 Word ､ Excel 等でも同様である。
○ IPAmj フォントで現在完成しているのは明朝体だけである。
○ 最近のパソコンには IPAmj フォントが入っている。入っていることの確認は「フォン

トボックス」右の▼をクリックして表示されたプルダウンメニューの中を調べる。

○ 入っていなかったら「窓の杜」か IPA からダウンロードする。 Zip で圧縮されている
ので、ダウンロード後解凍してインストールする。


